
様式第２号(事業別概要) No．　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

平成２２年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
款   2．総務費                                  事 業 名   6．防災啓発費

一般財源

項   1．総務管理費                              細事業名

予算分析 臨時経費 継続事業 単独事業

目  12．防災対策費 担当課･係  交通防災課 （執行課： 交通防災課

977 

(歳　入) (歳　出) 財源内訳

要 求 額 0 977 要　　求

決 定 額 決　　定

実
施
計
画
の
内
容

（実施計画における事業の概要） 施　　策 水と緑に囲まれた、快適で安心して暮らせるまちづくり／安心して暮らせるまちづくり／災害に関する知識の普及啓発を

 【防災意識の啓発に関する業務】 施策体系ｺｰﾄﾞ 02-04-03-20-10 事業番号 134-1

 防災マップ・洪水ハザードマップ・防災パンフレットなどを作成し、 総事業費 13,800千円 事業期間 平成18年度～平成22年度

 避難時の危険箇所の周知や防災学習情報など、防災意識の啓発
年度別事業費

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

 を行う。また、自治会等の地域で行う防災訓練に起震車の貸出を 650 8,150 3,000 1,000 1,000 

 行うなど、減災に向けた防災啓発業務を行う。

 （事業実施に関する根拠法令）

 

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 市民防災マップや防災関係の啓発物を作成・配布を行う。  防災マップを配布することで、避難場所や情報の収集方法など災害時に  防災に対する意識を高め、災害時における減災効果が期待できる。

  おける的確な行動を促すとともに、事前に危険箇所の周知を行い災害に  

  よる被害の軽減を図るなど、防災意識の高揚を図る。  

  

   

   

   

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

 転入者へのマップの配布を含め、住民への定期的な啓発が必要である。   

   

  

   

   

(佐倉市）


